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汽笛を響かせ出発進行！
　９月12日～13日の２日間、「ＳＬ山形日和。

左沢線号」が左沢駅～山形駅の間を運行しまし

た。12日は清野結衣さん（左沢小２年）、13日

は鈴木麻聖くん（左沢小２年）が一日駅長に選

ばれ、「出発進行」のかけ声を担当。ＳＬは豪

快な汽笛とともに走り出し、ホームに詰めかけ

た人々はその迫力に圧倒されていました。
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「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
」
と
は

　

現
在
、
日
本
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
人
口
の
減
少
は
今
後
さ
ら
に
加

速
度
的
に
進
む
と
み
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ

に
よ
る
消
費
の
減
少
、
経
済
力
の
低
下
は

日
本
の
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
重
荷
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
深
刻
な

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
て
地
域
を
活

性
化
さ
せ
る
「
地
方
創
生
」
が
、
国
に

と
っ
て
も
地
方
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
は
、

こ
の
人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
を
あ
わ

せ
て
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

人
口
減
少
問
題
は
地
域
に
よ
っ
て
状
況

や
原
因
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
特
性
に

応
じ
た
解
決
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
す
べ

て
の
都
道
府
県
と
市
町
村
が
独
自
の
「
地

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
、
責
任
を
持
っ
て
そ
れ
に

基
づ
い
た
政
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
は
、
地

方
に
対
し
て
情
報
・
財
政
・
人
材
の
各
方

面
か
ら
切
れ
目
な
く
支
援
を
実
施
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
に
お
け
る
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
「
ま
ち
」「
ひ
と
」「
し
ご
と
」
は
、
人

材
と
雇
用
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
地
域
社

会
全
体
を
活
性
化
さ
せ
、
人
口
減
少
と
地

域
経
済
縮
小
を
克
服
す
る
と
い
う
将
来
像

を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
し
ご

と
」
が
地
方
に
「
ひ
と
」
を
呼
び
、
「
ひ

と
」
が
新
た
な
「
し
ご
と
」
を
生
み
出
す

と
い
う
好
循
環
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
支
え
る
「
ま
ち
」
に
活
力
を
取
り

戻
す
と
い
う
構
図
が
、
総
合
戦
略
の
基
本

的
な
考
え
方
で
す
。

わ
が
町
の
総
合
戦
略
策
定
体
制

　

本
町
に
お
け
る
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平

成
27
年
２
月
に
町
長
を
本
部
長
と
す
る

「
大
江
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
の
主
な

役
割
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を

提
示
す
る
「
大
江
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、

「
大
江
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
作
成
し
、
さ
ら
に
総
合
戦
略

の
実
施
状
況
を
検
証
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
の
素
案

作
成
な
ど
を
お
こ
な
う
た
め
、「
ま
ち
」「
ひ

と
」「
し
ご
と
」
そ
れ
ぞ
れ
に
作
業
部
会

　平成26年11月、地方創生の推進を目的とした「まち・ひと・しごと創生法」が制定され、12月

には国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が発

表されました。これに伴って、現在全国の市町村で総合戦略の策定が進められています。

　「まち・ひと・しごと創生」とはどのようなものなのか、わが町の総合戦略の策定はどのよう

に進められ、どんな形になっているのか。その概要についてお伝えします。

おおえの

「創生」ビジョン
～まち・ひと・しごと創生総合戦略～
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が
置
か
れ
ま
し
た
。
各
部
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
に
関
係
す
る
町
の
職
員
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
各
分
野
の
専
門
家
や
、
女

性
、
若
者
、
高
齢
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

方
々
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
大
江
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
町
民
会
議
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
民
会
議
に
は
、

学
識
経
験
者
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ
ん
が

委
員
と
な
っ
て
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
会
議
・
創
生
本
部
・
作
業
部
会
が

連
携
し
、
活
発
か
つ
円
滑
に
戦
略
策
定
と

施
策
の
実
施
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
今

年
度
か
ら
政
策
推
進
課
内
に
事
務
局
と
し

て
「
総
合
戦
略
推
進
係
」
が
新
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
作
業
と
、
６
月
に
お

こ
な
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、本
町
の「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
の
素
案

が
形
づ
く
ら
れ
ま
し
た
。

わ
が
町
の
今
後
の
人
口
展
望

　

本
町
に
お
け
る
人
口
は
、
昭
和
25
年
の

１
万
７
１
５
９
人
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
の
後

大江町まち・ひと・しごと
創生町民会議

町民・学識経験者など

大江町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定体制

本部長：町長　　副本部長：副町長
本部員：教育長、各課等長

大江町まち・ひと・しごと創生本部

事務局（政策推進課）

作業部会
部員：関係する町職員など

まち部会 しごと部会ひと部会

は
一
貫
し
て
減
少
が
続
き
、
平
成
22
年
に

は
９
２
２
７
人
と
ピ
ー
ク
時
の
人
口
の

53
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
る
と
、
こ
の
ま
ま
の
傾
向
で
人

口
減
少
が
続
け
ば
、
本
町
の
人
口
は
平
成

72
年
に
は
３
９
０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
増
減
に
は
２
つ
の
要
因
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
出
生
と
死
亡
に
よ
る
増

減
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
自
然
増
減
と
い
い

ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
転
入
と
転
出
に
よ

る
増
減
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
社
会
増
減
と

い
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
出
生
数
の
減
少

や
若
者
の
町
外
へ
の
進
学
・
就
職
な
ど
に

よ
り
自
然
減
少
と
社
会
減
少
の
両
方
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

は
、「
わ
が
町
」
な
ら
で
は
の
強
み
を
生

か
し
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
「
大
江
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

は
、
若
者
や
女
性
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
雇

用
の
場
を
つ
く
り
出
し
、
町
民
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

で
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
平
成
72
年
に
は

４
９
０
０
人
程
度
の
人
口
を
維
持
で
き
る

と
展
望
し
て
い
ま
す
。

町の人口の推移と今後の展望

役 場 庁 内 体 制
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人口減少対策を講じた場合 

このまま人口が減少した場合 

(年)

「人口減少対策を講じた場合」の
人口推計の条件

・合計特殊出生率が平成72年に2.08程度に向上
　（平成25年の合計特殊出生率：1.72）
・社会増減が平成72年に均衡
　（平成25年の社会増減：年間84人減少）
※�合計特殊出生率：１人の女性が一生のうちに
生む子どもの平均数

3・広報おおえ



Ｑ．現在、結婚していない理由は何ですか？
　　（未婚の方が対象）
Ａ．①良い相手にめぐり合わない（42.7％）
　　②自由や気楽さを失いたくない（13.6％）
　　③必要性を感じない（10.9％）

Ｑ．町が取り組むべき結婚支援は？
　　（未婚の方が対象）
Ａ．①安定した雇用の支援（55.0％）
　　②�婚活イベントなどの出会いの場の提供（34.9％）
　　③結婚祝い金などの経済的支援（28.4％）

・�未婚の方の多くは「良い相手が見つかれば結
婚したい」と考えており、結婚していない理
由で「良い相手にめぐり合わない」と答えた
方の比率は、特に男性で高くなっています。
結婚適齢期に対するフォローが必要と考えら
れます。
・�結婚して新たな世帯を構えるためには、仕事
と収入の安定が必要であり、多くの方が「安
定した雇用の支援」を望んでいます。一方
で、若い世代の多くは「出会いの場の提供」
を要望していて、良い相手にめぐり合わない
状況の打開を望んでいます。

Ｑ．将来、どの地域での就職を希望しますか？
　　（中学生・高校生・大学生が対象）
Ａ．①�大江町から通勤できる近隣市町（37.7％）
　　②特にこだわらない（26.0％）
　　③首都圏（11.7％）

Ｑ．将来、大江町に帰ってきたいと思いますか？
　　�（前の質問で町外を選択した方が対象）
Ａ．①�働き先があれば帰ってきたい（61.5％）
　　②帰ってくる予定はない（15.4％）

・�地元に住んで通勤できる近隣市町での就職希
望が多く、特に女性にその傾向が強くみられ
ました。一方で、地元就職を希望し「大江町内」
と答えた方は6.5％にとどまりました。
・�町外で就職を希望する方でも、半数以上の方
は「働き先があるなら帰ってきたい」と答え
ています。高校生の場合、「地元に就きたい業
種の企業がない」という理由で町外に出たい
という生徒が多いようです。高校生が魅力を
感じる職場を確保することが重要となります。

Ｑ．�高齢化が進む中、町の施策はどのようなこと
に重点を置いて進めるべきですか？

Ａ．①�雪が降っても安心して生活できる克雪対策（48.2％）
　　②�高齢者のための介護・医療・福祉の充実（44.3％）
　　③�高齢者の孤立を防ぐ地域のつながりの強化（26.6％）

Ｑ．�今後、特にどのような雪対策が必要だと
思いますか？

Ａ．①住居などの雪下ろしの支援（67.3％）
　　②道路の除雪（44.8％）
　　③雪下ろし後の排雪への支援（38.9％）

・�大江町では、冬の降雪は避けられません。高
齢になると雪下ろし、雪かきは身体的に大き
な負担となります。地区別にみると、山間部
ほど雪対策への要望が高くなっています。
・�具体的な雪対策としては、雪下ろしへの支援
がもっとも多く望まれています。地区別集計
では、七軒地区で「敷地内の除雪への支援」
が多く、広い敷地内の除雪が重労働であるこ
とがうかがえます。
・�高齢者対策で２番目に多かった介護・医療・
福祉の充実については、「福祉施設などの待機
者解消のための施設整備の促進」が最も多い
要望でした。

　町では、「総合戦略」と「人口ビジョン」を策定する上での基礎資料とす

るため、町民の皆さんにアンケート調査をおこないました。その集計結果と、

男女別・世代別・地域別などに分けた分析結果の一部をお伝えします。

※�アンケート集計結果は、全体集計における上位の回答を抜粋しています。

複数選択可の設問も含まれています。

地方創生に関するアンケート調査結果と分析

結婚について

若者の定着について

高齢者の暮らしについて

平成２７年10月号・4
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Ｑ．�大江町のどのような点に魅力を感じますか？
Ａ．①�自然の豊かさ（76.6％）
　　②�豊富な農産物や食の安全安心（52.0％）
　　③�温かい町民性（33.2％）

Ｑ．�このまま大江町に住み続けたいですか？
Ａ．①住み続けたい（63.5％）
　　②近々、引っ越す予定である（0.5％）
　　③予定はないが、いずれ引っ越すと思う（10.3％）
　　④わからない（25.7％）

・�町の魅力として「自然の豊かさ」をあげた方
が最も多い結果となりました。地区別の傾向
をみると、本郷地区では「子育てのしやすさ」、
七軒地区では「安い生活コスト」が上位に入っ
ています。世代別にみると、若い世代は「歴
史的な町並み・風土」に魅力を感じる人が多
いようです。
・�「このまま住み続けたい」という定住意向は、
全体集計では６割以上となっていますが、地
区別傾向では七軒地区が50.0％、世代別では
青年層が22.2％と低くなっています。

暮らし・活性化・人口減少対策について

「大江町まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、町の人口の現状と将来の

姿を踏まえ、人口減少克服を目的として、平成27年度から平成31年度まで

の５年間の目標や施策の基本的方向、具体的な施策を示すものです。

基本目標と
施策の展開

に対する意見を
募集します

■意見募集期間　10月８日㈭～10月21日㈬　※郵送の場合は、10月21日㈬必着

■案 の 公 表　町ホームページへの掲載、政策推進課での閲覧

■提 出 方 法　政策推進課へ直接提出、もしくは郵送、ＦＡＸ、メールにて提出

　　　　　　　　※お問い合わせは、政策推進課総合戦略推進係☎６２‐２１１８まで

「大江町人口ビジョン（案）」
「大江町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」

「大江町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」の概要

・多様な農産物や豊富な森林資源、歴史ある町並みなど、地域の多様な資源を生かした産業の振興

・若者や女性などの多様な主体による創業・新規就農などのチャレンジを支援する。

・町内立地企業の関連企業などの誘致を展開することなどにより雇用を創出する。

おおえの豊かな地域資源を活用した雇用をうみだす基本目標１

・町外へ進学した若者の就職機会などを捉え、町内への回帰・定住を促進する。

・県や近隣市町との連携のもと、本町出身者や移住希望者のＵＩＪターンを推進する。

・�生まれ育ったふるさとの歴史や文化を学び、地域を超えた交流を進め、本町に対する誇りや愛着

を醸成することにより、町内回帰・定住につなげる。

おおえへの新しい人の流れをつくる基本目標２

・若者が結婚を前向きにとらえ、結婚を希望し、出会い・結婚につながる支援を充実させる。

・�安心して子どもを生み育て、子育ての楽しさを実感することができるよう、

子育ての不安・負担を軽減し、出産・子育てをしやすい環境の整備を図る。

・�女性の就業率が高い中で仕事と子育てを両立できる環境を整備し、

　女性が子育てしながら活躍できる環境づくりを推進する。

おおえの若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる基本目標３

・�住民と地域の絆を再構築し、集落活動を強化する取り組みを進めるとともに、集落人口の減少に

よって生じている課題の解決に向けた支援を推進する。

・災害や雪に強いまちづくりなど、安全・安心・快適に暮らせるような身近な生活環境を整備する。

・誰もが健康で生きがいのある生活を送れるよう、保健や医療、福祉サービスの充実を図る。

おおえの地域力の強化と安心・堅実な暮らしをまもる基本目標４

5・広報おおえ



菊
きく

地
ち

　勝
かつひで

秀 (65) 無所属・現職

①伏熊②２回③会社

役員④子育て支援／

住民と行政の気持ち

が通う町づくり／お

おえの魅力発信／地

域の住環境の整備・

空き家対策

関
せき

野
の

　幸
こういち

一 (55) 無所属・新人

①８区②１回③自営

業④花火大会・歴史

的景観の保護／スポ

ーツの振興／消防団

の充実と強化／開か

れた信頼される議会

の実現

土
つち

田
だ

　勵
れいいち

一 (68) 無所属・現職

①蛍水②５回③町議

④子育て支援などの

人口減少対策／企業

誘致の推進／駅前公

有地への複合施設建

設／議員専業化と議

員定数削減

▲東地区公民館での開票作業の模様

《大江町議会議員選挙開票結果》
氏　名 党派・新現元別 得票数

当選 菊地　勝秀 無所属・現職 670

当選 関野　幸一 無所属・新人 570

当選 土田　勵一 無所属・現職 507

当選 佐藤　敏春 無所属・元職 499

当選 安食　幸治 無所属・現職 474

当選 松田　敏男 社民党・現職 470

当選 結城岩太郎 無所属・現職 447

当選 毛利登志浩 無所属・新人 421

当選 小野　祐一 無所属・現職 371

当選 宇津江雅人 無所属・現職 367

当選 伊藤慎一郎 無所属・現職 357

村木　　均 無所属・新人 311

安彦　　勉 無所属・現職 185

当日有権者数／ 7,367 人
投票者数／ 5,727 人

投票率／ 77.74％
（前回比　△ 4.25％）

町民の声を届ける11人
　

任
期
満
了
に
伴
う
大
江
町
議
会
議
員
選
挙
が
、
９
月
８
日
告
示
、
13

日
投
開
票
と
い
う
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
９
人
の
現
職
議

員
の
ほ
か
元
職
１
人
と
新
人
３
人
、
合
わ
せ
て
13
人
が
立
候
補
し
、
定

数
削
減
に
よ
っ
て
11
と
な
っ
た
議
席
を
争
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
日
間
に
わ
た
る
選
挙
運
動
の
中
で
、
各
候
補
は
そ
れ
ぞ
れ
の
掲
げ

る
公
約
を
町
民
に
熱
く
訴
え
か
け
、
激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
。
町
民
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
選
挙
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
高
い
関
心
を
集
め
、

13
日
の
投
票
日
は
多
く
の
有
権
者
が
一
票
を
投
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
即

日
開
票
の
結
果
、
11
人
の
新
し
い
町
民
の
代
表
が
決
定
し
ま
し
た
。

新
大
江
町
議
会
議
員
紹
介

※右から左に得票順。氏名（敬称略）、年齢、党派、現元新別。①区名②当選回数③職業④公約など（選挙公報から抜粋）
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佐
さ

藤
とう

　敏
としはる

春 (64) 無所属・元職

①小釿②２回③無職

④議員定数削減／育

児環境と福祉の充実

／基幹道・生活道の

整備促進／農林・商

工業振興／災害に強

い町づくり

安
あじき

食　幸
こうじ

治 (46) 無所属・現職

①７区②２回③自営

業④子育て支援／定

住促進／地域医療の

充実／産業・地域の

活性化／住民の声を

代弁し、身近な願い

を実現

松
まつだ

田　敏
としお

男 (73) 社民党・現職

①貫見②６回③自営

業④駅前開発と市街

地の活性化／子育て

世代にやさしいまち

づくり／新規就農者

受け入れと６次産業

化の推進

結
ゆう

城
き

岩
いわたろう

太郎 (64) 無所属・現職

①小釿②５回③農業

④子育て環境の充実

／婚活応援事業の推

進／雇用の確保／農

林業の所得向上／商

店街活性化／災害対

策／道路交通網整備

毛
もう

利
り

登
と

志
し

浩
ひろ

(64) 無所属・新人

①望山②１回③農業

④雇用確保と地場産

業育成／子育て環境

の充実／幼児教育の

充実と学校・社会教

育の連携強化／高齢

者のための環境整備

小
お の

野　祐
ゆういち

一 (71) 無所属・現職

①富沢②５回③農業

④地場産業の育成／

優良企業の誘致／起

業・農業の支援／子

育て・医療・介護制

度の充実／教育の充

実／議会の活性化

宇
う つ え

津江雅
まさ

人
と

(65) 無所属・現職

①蛍水②２回③無職

④子育て環境の構築

／公共施設の活用／

商店街活性化／農林

業活性化と特産物開

発／観光事業推進／

危機管理体制の強化

伊
い

藤
とう

慎
しんいちろう

一郎 (66) 無所属・現職

①小見②３回③農業

④農林業の活性化に

よる人口減少抑止と

地域産業全体の活性

化／次世代が安心し

て暮らせる自然豊か

な町づくり

7・広報おおえ



　

地
方
自
治
体
財
政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
を
図
る
た
め
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、「
実
質
赤
字
比
率
」「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」「
実

質
公
債
費
比
率
」
「
将
来
負
担
比
率
」
の
４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
と
、
公
営
企
業
ご
と
の
資
金

不
足
比
率
の
算
定
と
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
26
年
度
の
算
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
指
標
は
す
べ
て
基
準
を
下
回
り
、
町
の

財
政
は
健
全
性
を
確
保
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
（
よ
り
詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
）

平成２6年度　財政健全化判断比率等 の算定結果を報告します　
◆実質赤字比率

実質赤字額の標準財政
規模に対する割合

本町 早期健全化
基準

財政再生
基準

（参考）
平成25年度

黒字 15.0% 20.0% 黒字
実質赤字額とは、支出を翌年度に繰り延べたり、翌年度の歳入を繰り上げて使ったりした額のことです。
平成26年度は、204,989千円の黒字決算となりました。

◆連結実質赤字比率

連結実質赤字額の標準
財政規模に対する割合

本町 早期健全化
基準

財政再生
基準

（参考）
平成25年度

黒字 20.0% 30.0% 黒字
連結実質赤字額とは、一般会計や特別会計など町のすべての会計の実質赤字額（資金不足額）のことです。
平成26年度は、いずれの会計ともに赤字額が生じておらず、合計で624,350千円の黒字決算となりました。

◆実質公債費比率

実質公債費の標準財政
規模に対する割合

本町 県内市町村
平均

早期健全化
基準

財政再生
基準

（参考）
平成25年度

8.1% 10.1% 25.0% 35.0% 9.4%
実質公債費とは、町（一般会計等）が負担する公債費と補助金等を分割で負担するなどの債務負担行為
などの公債費に準ずる支出のことです。比率は３か年の平均により算出しますが、内訳は、平成24年度
…9.78197％、平成25年度…8.81354％、平成26年度…5.71246％となっています。

◆将来負担比率

将来負担額の標準財政
規模に対する割合

本町 県内市町村
平均

早期健全化
基準

財政再生
基準

（参考）
平成25年度

33.4% 70.8% 350.0% 43.6%
将来負担額とは、町（一般会計等）が将来にわたって負担すべき、町債、債務負担行為などのことです。ま
た、町の貯金である基金などは、この負債から控除して計算されます。具体的な計算は、以下のとおりです。
実質的な負債となる額8,094,219千円（A）、充当可能財源7,228,227千円（B）、標準財政規模（C）※、
平成26年度の算入公債費等の額598,960千円（D）　　　(A－B)／(C－D)＝33.4％

※…�標準財政規模等とは、税収、地方譲与税、普通交付税などの使途を特定されない収入（一般
財源）の標準とされる額で、平成26年度は、3,185,009千円となっています。

※

議会
town council

９月定例会

　

町
議
会
議
員
選
挙
後
初
め
て
と
な

る
大
江
町
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、

９
月
29
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
議
長
と
副
議
長
の

選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
議
長
に
小
野

祐
一
氏
、
副
議
長
に
菊
地
勝
秀
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
人
事

案
件
、
条
例
改
正
、
各
会
計
の
補
正

予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
渡
邉
町
長
か
ら
行
政
報
告

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
報
告

町
立
わ
か
ば
保
育
園
の
改
修

　

少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
町
立
保

育
園
の
統
合
は
避
け
ら
れ
ず
、
敷
地

面
積
や
既
存
の
建
物
の
築
年
数
、
周

辺
の
環
境
な
ど
か
ら
、
平
成
30
年
度

を
目
標
に
わ
か
ば
保
育
園
に
統
合
す

る
予
定
で
す
。

　

統
合
後
の
定
員
は
１
４
０
人
程
度

と
し
、
定
員
増
に
伴
う
必
要
面
積
を

増
築
す
る
こ
と
、
現
在
と
同
様
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
屋

内
遊
具
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
定
員
増
へ
の
対
応
と

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
の
た

め
に
、
屋
外
で
の
遊
び
場
や
駐
車
場

を
確
保
し
、
保
育
環
境
の
整
っ
た
子

育
て
の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

　

施
設
改
修
の
素
案
が
ま
と
ま
り
次

第
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
町
民

の
皆
さ
ん
に
説
明
す
る
機
会
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
事
案
件
の
同
意

　

大
江
町
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

に
つ
い
て
、
結
城
岩
太
郎
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
山
家
貴
代
氏
（
７
区
）
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
髙
取
和
彦

氏
（
荻
野
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

犬
飼
藤
男
氏
（
１
区
）
の
任
命
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
２
名
と
も

に
、
任
期
は
平
成
31
年
９
月
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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平成２6年度　財政健全化判断比率等 の算定結果を報告します　
一
般
会
計
等

一般会計

公
営
事
業
会
計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

公
営
企
業
会
計

宅地造成事業特別会計
簡易水道事業特別会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
水道事業会計

【一部事務組合・広域連合】

西村山広域行政事務組合
山形県市町村職員退職手当組合
山形県消防補償等組合
山形県自治会館管理組合
山形県後期高齢者医療広域連合

【地方公社・第三セクター等】

大江町産業振興公社

◆資金不足比率
公営企業会計の名称 本町 経営健全化

基準
事業規模
（千円）

水道事業会計 ― 20.0% 274,496

簡易水道事業特別会計 ― 20.0% 1,532

公共下水道事業特別会計 ― 20.0% 4,774

農業集落排水事業特別会計 ― 20.0% 866

宅地造成事業特別会計 ― 20.0% 0
資金不足比率とは、公営企業ごとの資金の不足額が事業の規模に対してどの程度
あるかを示すものです。平成26年度は、いずれの会計ともに資金不足額が生じて
いません。

●●財政健全化法とは●●
　財政健全化法とは、地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐため、健全化判
断比率により財政状況を把握し、悪化した団体に対して早期健全化を促すため
の法律です。これらの指標の基準には、外部監査などが義務付けられる「早期健
全化基準」と破綻状態と見なされ事実上国の管理下に置かれる「財政再生基準」
の二段階があり、いずれかの基準を超過すると、財政健全化計画または財政再
生計画の策定などにより健全化を目指すことになります。また、資金不足比率に
ついても、早期健全化のレベルにあたる「経営健全化基準」に抵触すると、経営
健全化計画の策定などの制約が加わることになります。

●●大江町の指標のポイント●●
　実質公債費比率は、平成26年度の元利償還金（地方債の借入金の返済金）が
減少したこと等により、前年度より1.3ポイントの改善となりました。
　また、将来負担比率は前年度より10.2ポイントの改善となっており、将来負担
額となる地方債（借入金）現在高が減少したことと、公営企業の公債費に充てる
ための繰出見込額が減少したことが主な要因となっています。
　今回の算定では、いずれの指標とも改善傾向を示す結果となりましたが、町で
は今後も地方債の発行にあたっては慎重に進めながら財政の健全化に努めてい
きます。

財政健全化判断比率等の対象範囲

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

　

固
定
資
産
評
価
委
審
査
委
員
会
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
村
上
弘
子

氏
（
藤
田
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
30
年
９
月
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。補

正
予
算

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

２
億
８
０
１
０
万
円
を
追
加
し
、
総

額
は
56
億
３
４
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
支
出
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

総
務
費
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

開
始
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
や
、

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
附
に
関
連

す
る
費
用
、
山
里
交
流
館
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
排
水
処
置
工
事
費
用
な
ど
、
２

億
１
４
５
２
万
円
。
民
生
費
は
、
県

の
補
助
金
対
象
で
あ
る
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
対
す

る
補
助
金
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
関
連
す
る
委
託
料
な
ど
２
９
５
２

万
円
。
農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
は
、

地
方
創
生
先
行
型
上
乗
せ
交
付
分
の

対
象
事
業
と
な
る
、
や
ま
が
た
地
鶏

の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
の
事
業
委

託
料
な
ど
４
０
９
万
円
。
商
工
費
で

は
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え
、

町
内
の
商
工
業
な
ど
の
事
業
者
が
事

業
用
地
の
防
災
対
策
工
事
を
お
こ
な

う
場
合
の
補
助
金
な
ど
１
０
０
６
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　今定例会で引き続き議長に選出され

た小野議長に、町議会運営の抱負をお

聞きしました。

「町政執行部と議会は、車の両輪のよ

うなものだと考えています。議会の本

来の機能を発揮できるよう、議員の融

和に努め、議長としてリーダーシップ

をとっていきたい。また、将来の町の

発展につなげるために、後輩議員の指

導・育成に尽力してまいります」

　　　大江町議会議長
　 　　 小 野 祐 一 氏

9・広報おおえ



　見事な秋晴れの空が広がった９月20日、
左沢駅前広場を中心に大江の秋まつりが開
催されました。地域に古くから伝わる伝統、
住民の力で復活した芸能、そして躍動感あ
ふれる新しい文化。町内各地区の御

み

輿
こし

や芸
能が駅前広場に勢ぞろいし、町内外から訪
れた大勢の人たちの目を楽しませました。
　御輿や獅子舞は夕方まで町内各地を練り
歩き、威勢の良いかけ声と風雅な祭りばや
しの笛の音が、町中をお祭り気分に盛り上
げました。

祭りばやしに町が華やぐ

❶

❷

❸

❺ ❹

大江の秋まつり

平成２７年10月号・10



①９区尚和会神輿　②深沢獅子踊
③おかみさんソーラン愛好会
④駅前でふるまわれた焼きそばと
　ナポリタン
⑤御免町囃子座
⑥MOVERヒップホップダンス
⑦８区女相撲甚句　⑧７区囃屋台
⑨左沢獅子舞　⑩八幡神社神輿

祭りばやしに町が華やぐ

７区囃屋台

�

❾

❽

❼ ❻

大江の秋まつり
参 加 団 体

11・広報おおえ



2

1

3

4

　宮城県亘理町と本町の間で、平成24年度に締結され

ていた「えんころ舟唄交流事業に関する協定」を延長

することが決まりました。これにより協定は平成29年

度までとなります。

　この協定は、両町の地域活性化のために協力しなが

ら、人と物の交流をおこなうためのもので、これまで

互いの町の特産品販売や、最上川舟唄とえんころ節を

通じた交流がおこなわれてきました。今後も活発な交

流が続くことが期待されます。

■亘理町との交流事業継続
　～えんころ舟唄交流事業に関する協定延長～

　今年度、町内では６名の方が満百歳を迎えられ、

国から賀詞と祝品、町からは祝金が贈られました。

そのうち自宅で暮らしている３名の方へ、９月14日

に渡邉町長からお祝いの品々が手渡されました。

　町内の男性で最高齢となる富樫義一郎さん（柳川

平）は、「田や畑、山の仕事で暮らしてきたおかげで、

体力があったので今まで生きてこられました」と喜

びを語りました。渡邉町長は「ぜひ120歳まで頑張っ

てください」と笑顔で激励しました。

■いつまでも元気で長生きを
　～百寿寿賀祝伝達～

　今年度の「明るい選挙啓発ポスターコンクール」

の第１次審査会が、９月14日に役場大会議室でおこ

なわれました。このコンクールは明るく正しい選挙

を呼びかけるためのポスターを募集するもので、全

国の小学校から高校までの児童と生徒が対象です。

　本町の第１次審査では選挙管理委員や教育委員な

どの９名の審査員が審査にあたり、応募総数155点

の中から44点が選ばれました。入選作は県で実施さ

れる第２次審査に進むことになります。

■公正な選挙の実施のために
　～明るい選挙啓発ポスター第１次審査～

　全国の江差追分の唄い手が自慢ののどを競う第53

回江差追分全国大会が、９月20日に北海道江差町で

開催されました。

　本町で開催された正調最上川舟唄全国大会に江差

追分会が招待されたことを受けて、この大会には本

町の正調最上川舟唄保存会が招待されました。江差

町を訪れた石川博資会長（葛沢）はじめ６人の会員

は、北の大地に集った民謡ファンに最上川舟唄の調

べを披露し、会場は拍手喝采に包まれました。

■北の大地に舟唄が響く
　～第53回江差追分全国大会～

平成２７年10月号・12
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5　電子メールを利用して町の行政情報などを皆さんに

提供する「大江町メール配信サービス」が、10月から

開始されます。このサービスでは、生活情報、観光・

イベント情報、防災情報など、町に関するさまざまな

情報の中から、利用者の方が必要なものを選んでメー

ルで情報を受け取ることができます。

　サービスを利用するためには、利用登録をおこなう

必要があります。下記のメールアドレスに空メールを

送信していただき、返信されたメールから登録サイト

にアクセスしていただくことで登録が完了します。お

好みの情報を無料で受け取ることができますので、ぜ

ひご利用ください。

■町の情報をお届けします
　～メール配信サービス開始～

輝いて

今
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
町
民
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す

第
70
回
山
形
県
総
合
美
術
展
（
敬
称
略
）

【
入
選
】

日
本
画
…「
夕
映
え
」	

五
十
嵐
藤
一
郎（
富
沢
）

　
　
　
　
「
仰
ぐ
」	

川
村　
秀
子（
４
区
）

工　
芸
…「
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｙ-Ｏ　
．」	

鴨
田　
圭
太（
１
区
）

【
委
嘱
】

彫　
刻
…「
デ
ニ
ム
の
女
」	

鴨
田　
徳
康（
１
区
）

第
57
回
こ
ど
も
県
展

【
奨
励
賞
】

「
放
課
後
」

　
東
海
林
真
奈
（
大
江
中
２
年
）

【
入
選
・
園
児
】

鈴
木　
琉
都
（
大
江
幼
稚
園
）

小
野　
夢
紡
（
大
江
幼
稚
園
）

横
山　
健
芯
（
大
江
幼
稚
園
）

盛
田　
茉
優
（
大
江
幼
稚
園
）

鈴
木　
琴
音（
わ
か
ば
保
育
園
）

林　
　
哲
平（
さ
く
ら
保
育
園
）

【
入
選
・
小
学
生
】

伊
藤　
日
翔
（
左
沢
小
２
年
）

松
田　
蒼
生
（
左
沢
小
４
年
）

清
水　
　
陽（
本
郷
東
小
２
年
）

伏
貫　
珠
生（
本
郷
東
小
４
年
）

【
入
選
・
中
学
生
】

大
谷
明
日
香
（
大
江
中
１
年
）

髙
橋　
優
花
（
大
江
中
２
年
）

菊
地　
夢
杏
（
大
江
中
３
年
）

　左のＱＲコードを読み取ってメールを送信すると、登録サイトのアドレスが記載さ

れたメールが返信されます。サイトにて必要事項を入力していただくと登録完了です。

※�メール配信サービスは無料でご利用できますが、メール受信の際にかかる通信料は

利用者負担となります。お問い合わせは、総務課情報システム係☎62-2187まで

メール配信サービス利用登録用アドレス
oetown-toroku@gp84.asp.cuenote.jp

◇生活情報
　�福祉、健康、子育て、生涯学習、その他
各種お知らせ
◇観光・イベント情報
　観光やスポーツに関するイベント情報
◇防災情報
　�各種防犯・防災情報

メール配信の主な内容

　定住人口を増やす

ための取り組みとし

て藤田地区に造成を

すすめてきた新しい

住宅団地が、間もな

く誕生します。下記

の日程で現地見学会

をおこないますので、ぜひお越しください。

日時：11月１日㈰　10時～12時

場所：藤田地区住宅団地

※お問い合わせは、政策推進課政策推進係☎62-2118まで

藤田地区住宅団地
　現地見学会について

13・広報おおえ



　秋の訪れが感じられる８月末から９月初めにかけ

て、町内の小中学校で運動会がおこなわれました。

　大江中学校大運動会は８月30日に開催され、学校

創立40周年を記念して全校生徒が「40」の人文字

を作成。紅白対抗の騎馬戦では、降りしきる雨の中

で泥だらけになりながら熱戦を繰り広げ、生徒たち

にとって印象深い運動会となりました。

　９月５日は左沢小学校と本郷東小学校でそれぞれ

大運動会がおこなわれました。前週からは一転して

秋晴れの空が広がり、児童たちは赤組と白組に分か

れてさまざまな競技で力いっぱい競い合いました。

　本郷東小学校で優勝した赤組の組頭・鈴木紗和さ

ん（下北山）は、「小学校

最後の運動会で正々堂々

と戦い、優勝できて嬉し

いです」と話しました。

応援賞は、最後まで全員

が声を振り絞って応援し

た白組が獲得。紅白それ

ぞれの団結力が、優勝と

応援賞を引き寄せ、歓喜

の声が響き渡りました。

８
30

９
5 紅白の団結力で勝利を

　小学生の子どもたちに町の自然の豊かさともの

づくりの楽しさを伝えようと、東北芸術工科大学

の学生有志が企画した「おおえ familywa」が、

８月30日に山里交流館でおこなわれました。今回

の企画は、子どもたちが「タマゴリアン」と呼ば

れる未来の生物の姿を想像し、実際になりきって

演じるというものです。

　誰も見たことのない生き物に扮するために、子

どもたちは段ボールやテープ、木の枝などの自然

の材料も利用して、衣装づくりに熱中。実に個性

的な「タマゴリアン」たちが誕生しました。

８
30 未来の生き物はどんな姿？

　大江茄子部会から町立保育園と小中学校に、給

食用のくろべえなすが提供されました。この取り

組みは、給食を通して子どもたちに町の農業につ

いて考えてもらう場を作るために実施されている

もので、今年で13年目となります。

　これに合わせて本郷東小学校では、９月８日に

給食交流会がおこなわれました。大江茄子部会長

の堀実さん（富沢）から、児童代表の６年生柏倉

爽良くん（三合田）にくろべえなすが手渡され、「な

すの肉みそがけ」などの献立を関係者と全校児童

が一緒に味わいました。

９
８ みんなで味わう旬の「くろべえ」

▲大江中学校生徒による「40」の人文字

▲本郷東小大運動会・綱引き▲�左沢小大運動会・大玉送り

平成２７年10月号・14
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　町の味覚や特産品が一堂に集まる「物産味覚おお

え日和。」が、９月12日にＪＲ左沢駅前広場で開催

されました。駅前に並んだブースでは、やまがた地

鶏の焼き鳥や鮎の塩焼き、旬の野菜や果物のほか、

町内飲食店の自慢の味がずらりと並び、大勢の人々

でにぎわいました。

　広場ではミニライブなどもおこなわれ、「シェイ

ガー」や「日本一くん」といったキャラクターも登

場。射的などのゲームを楽しめるコーナーもあり、

子どもたちも大喜びの「おおえ日和」となりました。

９
12 おおえの味覚盛りだくさん

　９月６日からの救急医療週間に伴い、救急医療

に対する理解を深めてもらうための寸劇が、９月

８日に特別養護老人ホーム大寿荘で開かれまし

た。劇の主役は、左沢高校の生徒有志が制作した

ご当地ヒーロー「憑身シェイガー」。ＡＥＤ（自

動体外式除細動器）を使用して応急処置をする場

面を熱演し、観客の大寿荘利用者や職員から握手

を求められていました。

　その後、消防署大江分署職員の指導で、施設職

員や左沢高校ＪＲＣ部員がＡＥＤを実際に使用

し、緊急時の対応方法について学びました。

９
８ ヒーローと学ぶ救急医療

　子どもたちが仲間と一緒に自然の中で集団生活

を体験する「大江ＧＯ！ＧＯ！キャンプ2015」が、

９月26日と27日の２日間、朝日少年自然の家でお

こなわれました。今年は町内の小学校４年生から

６年生の児童22名が参加しました。

　子どもたちは木を材料にした自分だけのスプー

ン作りを体験し、その後グループごとに夕食のナ

ンとカレー作りに挑戦。自分で生地をこねて焼き

上げたナンと、唐辛子やヨーグルトなどいろいろ

な隠し味を使ったオリジナルカレーを、子どもた

ちは何度もおかわりしながら味わっていました。

９
26・27 オリジナルカレーはナンでもあり！？

15・広報おおえ
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久
し
ぶ
り
の
雨
。
稲
刈
り
の
季

節
に
は
、
あ
り
が
た
く
な
い
雨
だ
。

「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
雨
・
大
雪
・
大
津
波
・
強
風
」

の
「
警
報
」
が
予
報
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
気
候
変
動
・
異
常
気

象
・
地
球
温
暖
化
を
、
現
象
と
し
て
も
実
感
で
き

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
気
象
が
被
災
を
日
常
化

し
、「
救
難
を
「
天
気
予
報
」
で
想
定
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
、
少
々
き
つ
い
。「
あ
ー
し
た
、

て
ん
き
に
、
な
ー
れ
」
と
「
て
る
て
る
坊
主
」、

穏
や
か
な
「
天
気
」
は
、
も
う
過
去
の
も
の
な
の

で
あ
ろ
う
か
。「
枝
豆
と
松
保
の
大
杉
」「
蟻
と
象
」

な
ど
な
ど
、
地
球
上
の
生
物
は
、
気
象
の
変
動
を

ど
う
見
て
い
る
か
。

　
10
日
ほ
ど
前
、「
田
ん
ぼ
に
入
れ
る
か
あ
ー
」
と
、

声
を
か
け
た
。
合
羽
を
着
て
枝
豆
の
収
穫
中
の
農

家
の
方
、
長
靴
も
か
な
り
泥ぬ

か
る
み濘
の
中
だ
。
ト
ラ
ク

タ
ー
に
は
、
枝
豆
を
運
ぶ
ト
レ
ー
ラ
ー
。
雨
の
日

の
、
田
ん
ぼ
の
難
儀
な
、
き
つ
い
仕
事
だ
。「
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
だ
あ
ー
」、
明
る
い
声
で
こ
ち
ら
を

見
て
い
る
。
薄
暗
い
朝
の
５
時
の「
明
る
い
農
村
」。

田
ん
ぼ
の
仕
事
か
ら
、
パ
ッ
ク
詰
め
に
な
る
ま
で
、

枝
豆
に
は
多
く
の
人
の「
手
と
足
と
心
」が
詰
ま
っ

て
い
る
。
安
全
安
心
で
美
味
し
い
枝
豆
を
届
け
た

い
「
一
心
」
も
。「
手
と
足
と
心
」
へ
の
正
し
い

評
価
を
、
消
費
さ
れ
る
方
々
に
期
待
し
た
い
。
物

言
わ
ぬ
農
家
の
方
々
の
た
め
に
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　左沢市街地の北側、９区内の高台に位置しているのが薬師堂です。

その所在は、19世紀前半の「左沢絵図面」や「左沢御領内御絵図」

の中にもみることができます。

　医王寺は天台宗の寺院であり、江戸時代は内町の南に位置してい

ました。創建は室町時代中期の文安３年（1446年）といわれ、薬

師堂の別当であったといいます。明治２年の大火の際に焼失し、薬

師堂のある現在の場所へと移転しました。境内には町内では珍しい

道祖神が祀られています。道祖神は集落の入口や道の辻に祀られ、

村や旅人の守り神として信仰されていました。

　現在、コンクリート造りの堂宇の二階部分に設置されている薬師

堂本堂は、江戸時代の元禄年間に建築され、大正３年に寒河江市西

根から移築されたものと伝えられています。擬宝珠を載せた宝型屋

根、向拝の梁に掘られた彫刻など、伝統的な形式を良く伝えていて、

近世左沢町の姿をしのばせる建築物といえます。

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.26

●
　
短
　
歌
　
●

米
寿
過
ぎ
身
辺
整
理
焦
れ
ど
も
愛
着
あ
り
て
処
分
に
苦
慮
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

裏
庭
の
荒
草
よ
う
や
く
取
り
終
え
て
冷
た
く
冷
や
し
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
麗
子

稲
の
穂
も
金こ
ん
じ
き色
色
に
輝
き
て
頭
を
垂
れ
て
刈
取
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
か
づ
子

こ
の
国
の
形
を
変
え
る
安
保
法
抗
議
の
声
は
天
に
響
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

人
住
ま
ず
荒
れ
し
庭
に
も
木あ
け
び通

づ
る
松
に
絡
ま
り
実
が
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

父
の
日
に
葡
萄
一
鉢
贈
ら
れ
し
庭
一
杯
に
匂
ひ
香
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

介
護
す
る
夫
の
名
を
も
忘
れ
し
か
浮
雲
の
ご
と
生
き
る
わ
が
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

赤
と
ん
ぼ
風
に
逆
ら
ひ
空
に
舞
ふ	

菅
井
　
妙
子

秋
霖
や
秋
冬
野
菜
ま
ま
な
ら
じ	

鴨
田
富
士
夫

果
樹
の
村
台
風
追
い
や
る
祭
あ
り	

阿
部
　
一
風

白
秋
や
脅
し
強
行
安
保
法	

金
子
脩
一
郎

秋
澄
み
て
布
団
の
中
の
安
ら
か
さ	

山
家
　
重
之

や
は
ら
か
き
霧
湧
き
山
の
小
屋
暮
れ
る	

今
井
　
茂
樹

古
里
の
川
の
惠
み
の
下
り
鮎	

清
野
今
日
子

刈
田
道
か
つ
て
連
呼
の
選
挙
道	

熊
谷
　
　
勉

こ
ろ
こ
ろ
と
風
に
委
ね
し
虚
み
な
し
ぐ
り栗	

舟
山
　
三
男

入
院
の
妻
の
髪
梳
く
敬
老
日	

伊
藤
　
啓
泉

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

医王寺薬師堂

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

平成２７年10月号・16

吟遊浪漫
ぎんゆうろまん



↑�スモモ：�埼玉からきた子どもたち。スモモ狩りは
もちろん初めて

患
者
さ
ん
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
た
い

　

大
泉　

弥
生
さ
ん　
（
20
歳
・
堂
屋
敷
）

　今年晴れて成人式を迎えた大泉さんは、

理学療法士の資格取得を目指して、現在

医療技術系の専門学校に通っています。

高校時代、陸上部に所属していた時にリ

ハビリを受けたことで理学療法士の仕事

を知り、現在の学校へ進学することを決

めました。この冬には病院での１カ月間

の実習を控えているそうです。

　「実習では、人との接し方をしっかり

学びたいです。以前実習で接した患者さ

んが、だんだん打ち解けて笑顔になって

くれた時は嬉しかったですね」

　平日は夜まで勉強に実技に忙しい毎日

を送る大泉さん。休日は友達と一緒に水

族館や動物園に出かけて、リフレッシュ

しているそうです。

　「リハビリの技術を身につけるだけで

はなく、出会った患者さんみんなに笑顔

になってもらえるような理学療法士にな

りたいです」と、将来の目標を語ってく

れました。

地域おこし協力隊通信 №16

　今年4月にオープンした山
里交流館「やまさぁーべ」。夏
の繁忙期には大学、小学校、
町外の子供会や部活動の合宿、
県外からの団体やご家族な
ど、本当にたくさんのお客様
にご利用いただき、半年間で
約400名の宿泊がありました。

目が回るような……とはこの事です。曲りなりに

も乗り切れたのは、町内の色々な方々のご協力の

おかげだと感じています。
　やまさぁーべの大きな売りは体験プログラムで

す。大頭森山登山、草木染め、月布川で泳いだり
、

鶏を一羽〆て食べたこともありました。県外から

のお客様の場合は、本郷でのスモモ狩り体験、柳

川温泉や小倉交流館、歴史民俗資料館をご紹介し

たこともあります。舞台は大江町全域です。

　可能な限り、お客様のご要望の中で「できない

事」がないようにする事が私のモットーです。そ

れが故に、試行錯誤の日々でもありました。これ

からも試行錯誤は続いていくと思います。大変だ

けれども、それが楽しみで仕方ありません。

地域おこし協力隊　佐々 木隆馬

↑�月布川：�七軒西小学校卒業生の方からのご寄付で
ライフジャケットを買うことができました

17・広報おおえ



「
県
民
の
森
」
森
の
案
内
人
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
11
月
８
日（
日
）９
時
30
分
～
15

時
30
分
ま
で　
　
　
　
　
　

◆
会
場
／
県
民
の
森
森
林
学
習
展
示
館

◆
募
集
／
15
名
程
度

◆
参
加
費
／
無
料

※
お
申
し
込
み
は
、「
県
村
山
総
合
支
庁
森

林
整
備
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
ま
た
は
、
村
山

総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森
づ
く
り
☎
０
２

３（
６
２
１
）
８
１
５
６
ま
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒
河
江
・
村
山
合
同

「
就
職
面
接
会
」

◆
日
時
／
10
月
16
日（
金
）13
時
～
15
時

◆
場
所
／
サ
ハ
ト
べ
に
花
（
河
北
町
）

◆
対
象
者
／
学
生
以
外
で
仕
事
を
お
探
し

の
方

◆
参
加
企
業
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒
河
江
・

村
山
管
内
に
就
業
場
所
を
有
し
、
「
正
社

員
求
人
」
を
提
出
す
る
企
業
30
社
以
上

（
パ
ー
ト
求
人
な
ど
も
あ
り
ま
す
）

◆
内
容
／
企
業
ブ
ー
ス
で
個
別
に
求
人
説

明

女
各
12
名
）

◆
参
加
費
／
男
性
６
千
円　

女
性
４
５
０

０
円
（
女
性
２
人
以
上
で
お
申
込
み
の
場

合
５
０
０
円
割
引
）

◆
服
装
／
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
服
装

◆
申
込
期
限
／
10
月
26
日
（
月
）
正
午
（
事

前
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
）

男
性
は
村
山
地
域
に
在
住
の
方
で
、
事
前

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
方
優
先
と
し
ま
す
。

《
事
前
セ
ミ
ナ
ー
「
上
手
な
話
し
方
テ
ク

ニ
ッ
ク
」
》

◆
日
時
／
11
月
１
日（
日
）13
時
30
分
～

◆
そ
の
他
／
参
加
費
無
料
・
履
歴
書
不

要
・
服
装
自
由

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒

河
江
☎（
８
６
）
４
２
２
１
ま
で

空
き
家
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ま
へ

　

空
き
家
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
「
山
形
県
空
き
家
利
活

用
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
、
空
き
家
所
有

者
か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

所
有
し
て
い
る
家
に
住
ま
な
く
な
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
主
な
相
談
内
容
／
適
正
な
管
理
・
売

却
・
賃
貸
・
解
体

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
益
社
団
法
人
山

形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
☎
０
２
３

（
６
２
３
）
７
５
０
２
、
ま
た
は
公
益
社
団

法
人
全
日
本
不
動
産
協
会
山
形
県
本
部
☎

０
２
３（
６
４
２
）
６
６
５
８

む
ら
や
ま
広
域
婚
活
事
業
の
開
催

「
ア
ラ
サ
ー
限
定　

ア
ロ
マ
de
焼
肉
コ
ン

～
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
～
」
を
開
催
し
ま
す
！

◆
開
催
日
／
11
月
７
日（
土
）

◆
会
場
／
サ
ハ
ト
べ
に
花
（
河
北
町
）
・

王
様
の
焼
肉（
中
山
町
）

◆
対
象
／
26
歳
～
35
歳
の
独
身
男
女
（
男

◆
場
所
／
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル

◆
対
象
／
婚
活
を
し
て
い
る
独
身
男
女

（
参
加
費
無
料
）

◆
講
師
／
ト
ミ
ー
伊
藤
氏

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
（
事

前
セ
ミ
ナ
ー
含
む
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
リ
ッ
ジ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
ま
が
た
☎
０
８
０

－

８
２
１
５

－

７
７
４
５
ま
で

「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
キ
ャ
ン
プ
in
大
江
町

　松
保
の
大
杉
」を
実
施
中
で
す
！

　

杉
林
の
中
で
、
澄
ん
だ
空
気
に
生
き
も

　初開催！「大江町」をキーワードに展示やワークショッ

プ、映像上映、自然体験などを企画！　もちろん大江の味

覚を味わうコーナーもあり。イベント初日の13時からは、

やまさぁーべでオープニングセ

レモニーのライブイベントもあ

ります。

　「ゆさぶりの実験室」と題して

さまざまな催しものを企画して

おりますので、ぜひお越しくだ

さい。日曜日には、町内循環無

料シャトルバスも運行予定です。

日時：10月31日㈯13時～20時

　　　11月１日㈰9時～16時

会場：テルメ柏陵、小倉交流館、山里交流館やまさぁ～べ

主催：ＯＥ ＲＥＰＯＷＥＲ ＰＲＯＪＥＣＴ

詳細は、ホームページhttp://shakelab.net/をご覧ください。

S
シ ェ イ ク ラ ボ

HAKE LAB 2015

大江町の博覧会
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の
た
ち
の
声
、
大
江
の
自
然
に
触
れ
な
が

ら
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
キ
ャ
ン
プ
に
出
か

け
ま
し
ょ
う
！

◆
場
所
／
松
保
の
大
杉
周
辺
の
杉
林

◆
価
格
／
テ
ン
ト
１
張
４
千
円
（
最
大
収

容
人
数
は
大
人
３
人
ま
た
は
大
人
２
人
と

子
供
２
人
）

◆
貸
出
品
／
①
ハ
ン
モ
ッ
ク
テ
ン
ト
②
バ

大
空
そ
の
も
の
を
揺
る
が
す
よ
う
な
、

汽
笛
の
轟
音
。
か
つ
て
は
Ｓ
Ｌ
が

町
を
走
っ
て
い
る
の
が
日
常
の
光
景
だ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
今
や
想
像
さ
え
及
ば
な

い
世
界
で
す
。
し
か
し
今
の
私
た
ち
に
と

っ
て
特
別
で
は
な
い
と
思
え
る
こ
と
も
、

実
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
こ
の

町
に
「
終
着
駅
」
が
あ
る
こ
と
。
全
国
に

数
あ
る
Ｊ
Ｒ
駅
の
中
で
も
、
線
路
の
末
端

で
行
き
止
ま
り
の
駅
は
非
常
に
珍
し
く
、

山
形
県
内
で
は
左
沢
駅
が
唯
一
で
す
。
日

本
中
に
毛
細
血
管
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
鉄
道
網
を
た
ど
っ
て
、
遥
か
な
遠
い

地
か
ら
こ
の
終
着
駅

に
た
ど
り
つ
く
人
が

い
る
と
考
え
る
と
、

こ
の
町
も
ま
る
で
桃

源
郷
の
よ
う
な
、
特

別
な
場
所
に
思
え
て

き
ま
す
。

　

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
用
燃
料

◆
ご
用
意
頂
く
も
の
／
寝
袋
、
食
材
、
水
、

食
器
、
調
理
器
具
、
イ
ス
な
ど
キ
ャ
ン
プ

用
品
一
式

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、S

o
-te
n
n
e
n

☎
０
９
０

－

２
９
８
０

－

６
８
６
６
ま
で

秋
季
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

　

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
７
日

間
、
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
県
下
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
の

考
え
方
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
の
死
者
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

防
火
標
語
「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

や
ま
が
た
農
業
経
営
力
養
成
講
座
　

受
講
生
募
集
！

　

多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え

所
得
向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
次
世
代
経

営
者
に
求
め
ら
れ
る
農
業
経
営
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
講
座
で
す
。

◆
研
修
期
間
／
全
５
回
（
平
成
27
年
11
月

～
28
年
２
月
）

◆
募
集
人
員
／
20
名
程
度
（
４０
歳
位
ま
で
、

農
業
者
な
ど
）

◆
会
場
／
県
立
農
業
大
学
校　

緑
風
舘

（
新
庄
市
）

◆
受
講
料
／
無
料
（
実
費
負
担
あ
り
）

◆
申
込
締
切
／
10
月
28
日(

水)

※
詳
細
は
「
や
ま
が
た
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部
☎
０
２
３
３

（
２
２)

８
７
９
４
ま
で

　東北芸術工科大学の学

生を交え、旧きらやか銀

行大江支店の利活用を中

心に“まちづくり”を考

えるワークショップを開

催します。全５回の開催

となりますので、ぜひご

参加ください。

みんなで“まちづくり交流会”を開催します

期日・時間 場　所 主　な　内　容

10月８日㈭
19時～21時30分

役場３階
大会議室

東北芸術工科大学の学生が見聞きした
「大江町の今」の発表
大江町の魅力と課題についての意見交換

10月22日㈭
19時～21時30分

役場３階
大会議室

ワークショップ
「未来のビジョンを共有しよう！」

11月12日㈭
19時～21時30分

東地区公民館
ホール

ワークショップ
「人の集まる場所とは？」

12月３日㈭
19時～21時30分

東地区公民館
ホール

ワークショップ
「大江町流の方法を探そう」

12月17日㈭
19時～21時30分

東地区公民館
ホール

ワークショップ
とりまとめ「私たちは何をやるのか？」

※お申し込みは、政策推進課総合戦略推進係☎６２-２１１８まで

善意いただきました
　株式会社茂木石油

より、町へ10万円の

寄付をいただきまし

た。いただいた寄付

金は、小中学校の図

書購入に活用させて

いただきます。

19・広報おおえ

今月の納税　納期限11月２日（月）　お忘れなく！
町県民税（普通徴収　第3期）国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料(普通徴収　第４期)
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「
写
真
」
と
い
う
も
の
が
こ
の
世
に
誕

生
し
て
、
お
よ
そ
１
８
０
年
が
た
ち
、
日

本
に
初
の
写
真
館
が
開
業
し
て
１
５
０
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
日
の
時
代
、
写
真
は

画
像
と
い
う
も
の
に
も
姿
を
変
え
、
あ
ま

り
に
も
身
の
ま
わ
り
に
あ
ふ
れ
、
そ
れ
が

あ
る
生
活
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
写
真
の
誕
生
を
考
え
て
み
る
と
、
写

真
家
の
持
つ
写
真
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
に
、

思
考
や
技
術
が
加
味
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

関
心
や
情
熱
が
写
真
術
を
完
成
さ
せ
、
成

熟
さ
せ
な
が
ら
今
に
至
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
写
真
が
多
く
の
人
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
っ
た
の
は
肖
像
写
真
と
し
て
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
基
本
的
に

は
撮
る
対
象
物
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
正
確

に
再
現
し
ま
す
。
そ
し
て
定
着
し
た
像
を

無
数
に
複
製
す
る
こ
と
が
で
き
、
簡
単
に

持
ち
運
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
撮
影

す
る
対
象
を
そ
の
ま
ま
忠
実
に
再
現
す
る

と
い
う
科
学
性
を
軸
に
、
そ
れ
ま
で
空
間

的
な
い
し
時
間
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
像
を
多
く
の
人
に
伝
え
、
人
や
社

会
の
認
識
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
大
き
な

変
容
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な

時
代
の
う
ね
り
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
決

し
て
初
め
て
の
事
で
は
な
く
、
私
た
ち
の

先
輩
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
向
き
合

い
、
紆う

よ余
曲
折
の
末
に
機
軸
を
貫
き
つ
つ

も
、
変
化
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
次
の
世
代

に
託
し
、
受
け
継
が
れ
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
に
は
、

自
ら
の
変
革
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

写
真
の
歴
史
の
中
で
、
像
を
定
着
さ
せ

る
た
め
の
機
材
や
感
材
も
変
化
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
板
に
薬
剤
を
塗
っ
た

湿
板
か
ら
始
ま
り
、
乾
板
、
フ
ィ
ル
ム
の

誕
生
が
あ
り
、
階
調
豊
か
な
モ
ノ
ク
ロ
写

真
の
全
盛
期
を
迎
え
、
着
色
写
真
や
セ
ピ

ア
写
真
が
作
ら
れ
、
天
然
色
カ
ラ
ー
フ
ィ

ル
ム
が
で
き
て
カ
ラ
ー
写
真
が
全
盛
期
、

誰
で
も
撮
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、
日

本
が
世
界
に
誇
る
使
い
捨
て
レ
ン
ズ
付
き

フ
ィ
ル
ム
、
そ
し
て
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

…
…
こ
れ
ら
の
移
行
は
よ
り
手
軽
に
、
よ

り
時
短
に
、
よ
り
安
価
に
が
叶
え
ら
れ
、

も
ち
ろ
ん
写
真
が
多
く
の
人
々
の
身
近
な

存
在
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、１
０
０
年
前
の
、

未
だ
に
色
あ
せ
な
い
奥
行
き
の
あ
る
質
感

が
高
い
写
真
を
目
に
し
た
時
に
、
先
人
が

太
陽
光
を
取
り
入
れ
た
自
然
光
で
の
ス
タ

ジ
オ
を
作
り
、
自
ら
薬
品
を
調
合
し
て

フ
ィ
ル
ム
や
現
像
液
を
作
り
、
長
時
間
露

光
撮
影
や
暗
室
で
の
現
像
作
業
、
一
晩
か

け
て
の
水
洗
作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
そ

の
時
代
な
り
の
技
術
を
駆
使
し
て
時
間
を

か
け
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
一
枚
の
写
真
に

敬
服
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
に

映
っ
て
い
る
人
や
物
、
風
景
の
計
り
知
れ

な
い
奥
深
さ
と
作
り
手
の
念
を
感
じ
て
し

ま
う
の
で
す
。
改
め
て
写
真
は
、
例
え
ば

長
い
間
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
り

と
同
じ
よ
う
に
、
過
去
か
ら
未
来
へ
と
時

間
の
流
れ
を
越
え
て
幅
広
い
世
代
を
繋
げ

る
力
が
あ
る
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
ま
さ
に
デ
ジ
タ
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
時
代
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ひ
と
つ

で
知
り
た
い
情
報
は
す
ぐ
に
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
問
題
は
解
決
で
き
ま

す
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
簡
単
に
人
同
士
の
つ

な
が
り
が
で
き
て
し
ま
う
便
利
な
世
の
中

で
す
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
人
間
の
心

を
動
か
す
、
心
に
感
じ
る
、
俗
に
い
う
ア

ナ
ロ
グ
的
な
も
の
を
人
と
し
て
の
基
盤
と

し
て
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
大
切
に
し
な
が

ら
、
あ
る
意
味
二
極
を
う
ま
く
使
い
な
が

ら
が
、
豊
か
な
人
生
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

（
９
区　

菊
地
邦
弘
）

「
写
真
」
を
想
う

鉛
筆
画
・
押
し
花
作
品
展

　

「
き
ら
め
き
」　

上
北
山　

林　

克
美

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　　年齢
深　沢　菊地しのぶ　（９０）
９　区　庄司　善子　（９３）
１２　区　佐藤常太郎　（８０）
藤　田　渡邉　しげ　（８４）
９　区　渡辺源三郎　（９３）
１２　区　髙橋ツヤヲ　（９６）
藤　田　佐藤　信利　（８３）

ご結婚おめでとう

　区名・出身地名　　氏　名
　　 原 　　鈴木　康仁
　寒河江市　菊地　朱里
　９　　区　佐藤　雄大
　河 北 町　庄司　　瞳

（
（

お誕生おめでとう

区　名　 氏　　名　性別　 父母名

藤　田　高橋　健
けん

吾
ご

　男　 宏佳・真澄

諏訪原　石沢　颯
そう

磨
ま

　男　 健翔・智奈美

編
集
・
発
行
／
大
江
町
役
場
総
務
課

印
刷
・
製
本
／
寒
河
江
印
刷
㈱

平
成
27年
1
0
月
号
（
№
6
5
6
）

2015年
1
0
月
1
0
日
発
行

※掲載を希望しない場合は、届け出の際にお申し出ください。

戸籍の

まど
8月21日～9月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,748人（ー６）

　　　男　4,326人（＋１）

　　　女　4,422人（ー７）

世 帯 数　2,921戸（＋２）

平成27年10月１日現在

山
形
県
西
村
山
郡
大
江
町
大
字
左
沢
8
8
2
-1
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